
新たな「防災コンシェルジュ」の設置と、
「災害から命を守る自分事化カード」を開発

災害の自分事化を推進

光と音の異次元体験

首都圏外郭放水路の説明が21言語対応へ

首都圏外郭放水路を「マインクラフト」の世界で再現！
新たにマインクラフト防災学習コースが登場！

龍Ｑ館を巡る謎解き探検イベント
「首都圏外郭放水路と火伏の龍伝説」が登場!

埼玉県及び春日部市の
新たな周遊型観光の拠点化

小学生向け探究学習プログラムの開発

第３立坑新規公開（年間限定100名）

防災地下神殿をかつてない規模でライトアップ

未知なる「地下河川を歩くアドベンチャー体験コース」

　国土交通省江戸川河川事務所が、「災害
の自分事化」の伝道師として、防災コン
シェルジュを認定。新たに開発した自然
災害への備えを簡潔にまとめた「災害の
自分事化カード」を全ての見学者に配布
し、「防災コンシェルジュ」が大切な命の
守り方を楽しく丁寧に解説。「災害の自分
事化」へ向け年間10万人の来場者を目指
します。

　昨年、過去最高を記録したインバウンド需要に対し、埼玉
県および春日部市の新たな観光資源として観光庁のインバ
ウンド施策と連携し、世界に誇る日本の防災技術と土木技
術を発信するため、これまで日本語のみで提供していたガ
イドから多言語翻訳システム「VoiceOn」によって21言語対
応に進化しました。

　防災インフラ施設である首都圏外郭放水路に多くの国民や
全世界の方々にご来場いただくため、各種インフラの中でも、
大胆な発想で防災地下神殿をライトアップ！ 光と音で立体的
な空間を 構築し、他で
は味わえない 特別な体
験を提供します。

　これまでの社会科見学の枠組みを超え、小学生に自然災
害の脅威や「災害の自分事化」を広げるために、文部科学省
の学習指導要領に則って作成した探究学習プログラムの
提供を４月から新たに開始します。

　徳川家康によって始められた利根川の東遷。中川・綾瀬川流域では、以来約400年
にわたって度重なる氾濫被害を受けていました。こうした被害への特効薬として建
設されたのが首都圏外郭放水路です。現在公開され
ている“全て”の見学箇所に新たに第３立坑（地下トン
ネル）を追加し、首都圏外郭放水路 のすべてをご案内
する「アドベンチャー体験コース」 が登場。技術者の
思いや工夫、防災の大切さを体験で きるスペシャル
コースです。参加者には「龍 Q防災 博士」の認定証 を
差し上げます。

　世界のZ世代の10人に1人が遊んでいる大人気ゲーム「マインクラフト」の世界で、首
都圏外郭放水路を再現しました。こども達の想像力を駆り立て自由に探検できます！
難しいと思われがちな防災について、ゲームを通じて楽しく遊んで学べる教材として
Webで４月に公開。マインクラフト防災学習がセットになった新たなコースも６月か
らスタートします！

（４月～始動）

（９月～始動）

（4月16日～始動）

（６月～始動）

（４月～始動）

（４月～始動）

※探究学習の出前授業実施（学校数限定）

　首都圏外郭放水路の広報施設「龍Q館」を舞台に、春日部市（旧庄和町）に伝わる
「火伏の龍伝説」にまつわる謎解き企画を展開。謎解き探検イベントを通じて、謎解
きファンはもちろん、若年層から各世代の方々に楽しみながら、防災の知識を学ん
でいただけます。また見学会にご参加されない方も、楽しんでいただける企画です。

　本プロジェクトによる首都圏外郭放水路への10万人の来場
者を春日部市内や、埼玉県内の観光スポットへ周遊を促すこと
で、「地域が潤う観光」を進めます。地域のイベントや、お祭り、
四季折々の旬な食べ物や自然を織り交ぜながら、春日部と周辺
の見どころを巡る、地域と連携したイベントを展開します。

（２月より開催中）

（４月～始動）

ごあいさつ
　首都圏外郭放水路は、中川・綾瀬川流域の洪水対策として極めて重要な役割を果たしており、その規模と技術は世界
に誇ることができるものです。
本プロジェクトは、首都圏外郭放水路のインフラツーリズムを大きく飛躍させ、周辺地域にとって大きな財産になると
考えております。
　「災害の自分事化により、自らの命は自ら守ること」をテーマに、楽しく防災を学べる取組です。これを契機に、日本
の技術を「防災ツーリズム」として世界に発信し、施設の役割や重要性を理解いただきながら、皆さんの中で、災害を“自
分事”として考えるための一助となれば幸いです。
　最後に、跡見学園女子大学准教授  篠原靖先生、春日部市　岩谷一弘市長をはじめ、首都圏外郭放水路利活用協議会の
皆様に多大なるご指導、ご尽力を賜りましたこと、御礼申し上げます。

国土交通省　関東地方整備局
江戸川河川事務所長

小池  聖彦

　気候変動により全国各地で過去に例のない集中豪雨や大型台風が起こるなど、激甚な災害の危機が迫っています。これに対応するため、
国土交通省では、災害から自らの命を守る「災害の自分事化」を推進しています。「災害の自分事化」とは、国民一人ひとりが災害についての
知識や災害に対する理解を深め、対策を考え行動することを指します。
　今回の舞台である首都圏外郭放水路は、首都圏の地底50ｍを流れ、日本が世界に誇る最先端の土木技術を結集して建設された、世界最大
級の防災目的の地下河川です。
　新たに「観光の視点」で子供から大人まで、楽しく防災の知識を身に付けられるよう、首都圏外郭放水路を情報発信基地として更にパワー
アップさせ、国民の防災意識を向上させるべく「防災ツーリズム」のプロジェクトを立ち上げ、８つのパワーアップ計画を考案しました。 　
これらの取組を通じ、年間約6.2万人の見学者数を10万人まで引き上げながら「災害の自分事化」をさらに推進していきます。

防災コンシェルジュによる案内

１００，０００
８

国土交通省の新たな挑戦！
 　　　　『災害の　　自分事化１００，０００人へ』

防災地下神殿「首都圏外郭放水路」の８つのパワーアップ計画
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８つのパワーアップ計画８つのパワーアップ計画
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日本が世界に誇る国の防災施設を世界一の観光資源に育てる！

（イメージ）

（イメージ）

とは…

新しい日本の観光提言
本格的な「防災ツーリズム」がスタートします

（※2024年入場者数約 6.2 万人）

（イメージ）

首都圏外郭放水路

無料

日本語・英語・中国語 ( 簡体字 /
繁体字 )・韓国語・インドネシア語・
タイ語・ベトナム語・ミャンマー語・
ポルトガル語 ( ブラジル )・スペイ
ン語・フランス語・フィリピン語
( タガログ語 )・クメール語・ネパー
ル語・モンゴル語・ロシア語・ウ
クライナ語・ドイツ語・イタリア語・
ヒンディー語

対応言語：21言語

2025秋
　スター

ト！

（イメージ）
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火伏の龍とは…
（ひぶせのりゅう）

春日部市（旧庄和町）に古くから伝わる
伝説で、 江戸時代に旅のお坊さんを泊
めたお礼でもらった「龍」と書かれたお
札が、家の代わりに燃えることで辺り
一帯の火事からその家を救ったことか
ら火伏の龍の話が広まった。

道の駅「庄和」

春日部市役所
まちなかひろば

ふじ通りの藤棚

春日部
フードセレクション

認定品

大落古利根川
（古利根公園橋）

春日部
大凧あげまつり


